
作家

吉岡 平さん
ファンタジー⼩説という分野で多くのファンを魅了する⼩説家、吉岡平さん。90年に発表され
た「無責任艦⻑タイラー」はアニメ化もされ、今なお連載されている⼈気シリーズだ。

そんな吉岡さんが⼩説を書き始めた頃に、趣味として始めたのが写真。興味の対象にはとことん

こだわるという吉岡さんならではの視点から、写真やカメラへの愛情、そして⼩説への思いな

ど、たっぷりと語っていただいた。

「なんだか書けるような予感がして」 漫画家志望から⼀転、⼩説家へ
⼩説家になられたきっかけはなんですか？

⼤学時代、編集関係の会社でアルバイトをしていたんですが、その会社の先輩から、ちょっと⽂章を書いてみないかって誘われた

んです。それが⼩説を書き始めたきっかけです。それまでずっと漫画家を⽬指していたんですが、絵が思うように描けなかったの

で、夢を叶えるのは難しいかな、と落ち込んでいたんです。それで、⼩説に⼼が動いたんです。

その時はどのような⼩説を書かれたのですか？

「コータローまかりとおる」っていう漫画があるんですが、その漫画のノベライズ本を書いたん

です。アルバイトで⽂章に触れていましたので、⽂章を書くということに対しては抵抗はなかっ

たですね。むしろ、書けるような予感がしたといいますか……。実際にその仕事を引き受けて書
いてみたら、そこそこの評価をいただいてしまったんです。そのままズルズルと書き続けて……
もう四半世紀経ちます（笑）。

2000年に刊⾏された単⾏本「鉄の由来」の中で、「カーストアイアン」というカメラを中⼼に
描いた⼩説を発表されていますよね。

はい、読んでくださったんですか。ありがとうございます。あれは短編集だったので、⼀本ぐら

い⾃分の好きなものを⾃由に書いてやろうと思ったんです。F Photomicを持ったカメラマンの
話ですが、ニコンカメラとニッコールレンズについてかなり詳しく書いてありますので、写真を

撮ったことのない⼈には、読んでもまったくわからないと思います。

確かにそうかもしれません。でも逆に、写真が好きな⼈であれば、なるほどと頷ける内容ではな

いでしょうか。

そうなんですよ。あの話に関しては、「鉄の由来」の中で⼀番好きだと⾔ってくれる⽅もいます

し、それだけ⾶ばして読んだという⽅もいます。評価が⾒事に⼆つに分かれているんです。カメ

ラを⼩説の題材にするのは難しいですね。カメラを脇役として登場させることは簡単にできても、主⼈公にするとなると、これは

なかなか⾻の折れる素材ですね。でも、素材として純粋な⾯⽩さはあるんですよ。

ニッコールレンズのシャープさに感動 「写りはもちろん、⾒た⽬にもこだわります」

カメラがご趣味だとはお伺いしていたのですが、「カーストアイアン」を拝読して、本当にカメラがお好きなんだなぁとあらため

て感⼼してしまいました。ちなみに、現在カメラは何台ぐらいお持ちなんですか？

正式に数えたことはないんですが、50台ぐらいはあると思います。レンズは新しいカメラを買うたびについてきたりするものもあ
りますから……おそらく100本じゃきかないですね。⻑くやっていると、レンズはどんどん増えてしまいます。

そもそも、カメラを始められたのはいつ頃なんでしょうか？

⼩さい頃からカメラに興味があったんです。⼩学⽣の時に、頼み込んで⽗親に買ってもらったハーフサイズカメラ（※注2）で撮
っていたりしたんですけど、やっぱりどうしても⼀眼レフカメラが欲しくて。⼤学の時、⾃分でお⾦をためて買おうと思ったんで

すが、貧乏でしたから、ニコンのカメラは買えなかったんです。ニコンのカタログを眺めては、「やっぱり買えないよなぁ」って

呟いていました（笑）。

ニコンのカメラを⼿に⼊れられたのはいつですか？

同じく⼤学⽣の時、⽗親がF2をもらってきてくれたんです。嬉しかったですね。その後、多くのニコンのカメラを⼿に⼊れました
が、やはりF2には思い⼊れが深いです。⼀度⼿放した時期があったんですが、どうしても⼿に⼊れたくなってまた買いましたか
ら。

実際にニコンのカメラを使ってみてどうでしたか？

まず驚いたのが、レンズのシャープさです。最初はF2に付いていたAuto 50mm F1.4cと、Auto 28mm F3.5cを使っていまし
た。まだAi⽅式（※注3）になっていない、多層膜コーティングを意味するCのマークが付いているレンズです。その頃はモノクロ
を⾃分で焼いていたのですが、焼き上がった写真を初めて⾒た時は、なんてシャープなんだろうって感動しました。その後、

135mmのF3.5のレンズも買ったんですが、それがまた切り込むようにシャープで……。
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プロフィール

よしおか・ひとし。1960年岡⼭県笠岡市⽣まれ。早稲⽥⼤学第⼆⽂学部中退。在学中より編集プロダクションに所属、アニメ・特撮雑
誌を中⼼にフリーライターとして活躍するかたわら、趣味として写真を始める。1984年に講談社、X⽂庫より、⼩説版「コータローまか
りとおる」（原作・蛭⽥達也）で作家デビュー。1990年に、富⼠⾒書房、富⼠⾒ファンタジア⽂庫より「無責任艦⻑タイラー」を発
表。以来、少年向けジュブナイル⼩説（※注1）を中⼼に、約150冊の作品を刊⾏。8⽉27⽇には、エンターブレイン、ファミ通⽂庫よ
り最新作、「無責任提督タイラー」を発売予定。

注1 ジュブナイル⼩説＝おもに少年あるいは少⼥、もしくはその両⽅に向けて書かれた⼩説

https://www.nikon-image.com/


スピード感溢れる⼀枚。⾛ってくる⾃転⾞を

待って、撮影するタイミングを測り、狙って

撮影したそうだ。

ドイツの⻨畑を撮影。プリントしてみて、あ

らためて⻨の⼀本⼀本のシャープさに驚いた

写真。

ドイツの町並みを切り取った⼀枚。何気ない

感じが気に⼊っているそうだ。

右が50mmF1.8Dのレンズ。左の50mmレンズと⽐べてもレンズの
ふちが奥まっているのがわかる。このデザインがお気に⼊りだそう

だ。

⾹港で購⼊したF55と50mmF1.8Dのレンズ。カメラの性能はもち
ろん、⼩ささ、軽さにも満⾜しているとか。

※

※

騎⼠ショーで撮影。

肩ごしからさりげなく

撮影されている。

⾐装の美しさと⼥性の笑顔が

印象的な⼀枚。

なるほど。その後、数多くのニッコールレンズをご愛⽤いただいたということですが、特にお気に⼊りのものはありますか？

105mmのレンズは好きです。35mmの3倍ですよね、きっちり。他社は100mmがあると思うんですけど、この5mmにこだわっ
た感じがいいですよね。

 ⼀番好きなレンズは35mm F2の明るさのもので、とにかくシャープなんです。35mmF2レンズは歴代全て持っているんですよ
（笑）。そのなかでも特に、Ai⽅式になる前のものが好きなんです。その頃のレンズは前枠の部分いっぱいにレンズがある。あれ
がいいんです。今のレンズも相変わらずシャープだし、さすがだと思いますけど、35mm F2に関しては、デザイン的に初期のも
のが好きですね。

レンズのデザインにもこだわるほうなんですね。

わりとそうですね。いやー、⾒た⽬も⼤事ですよ（笑）。デザインがいいと、それだけで欲しくなってしまいます。あと、このカ

メラにはこのレンズを組み合わせたいとか、このカメラと組み合わせてみたらどうだろうかとも考えちゃいますね。⼈のカメラを

⾒て、このレンズじゃカメラがもったいないよ！ などとひとりで勝⼿に思ったりもします（笑）。

今⽇はご愛⽤のカメラとレンズを何点かお持ちいただいているんですが、その50mm F1.8Dのレンズは、最近発売されたレンズ
ですよね？

そうです。僕は50mmが出ると必ず買っちゃうんですよね。これは本当に最近買ったんです。早速使っていますが、すごくいいで
すよ。あと、レンズのふちが奥まっていますよね。このデザインも好きなんですよ。

こちらのNikon Usは海外で購⼊されたんですか？ 名前が、海外販売を意味するF55ですよね。

はい。⾹港に旅⾏中、Usだと知らずに、現地で⼀⽬惚れして買ってしまったんです。このカメラはいいカメラですよ。⾸にさげて
おいても邪魔じゃないですし、操作が簡単。説明書を⾒る必要がないぐらいです（笑）。しっかり撮影もできるし、デザイン的に

も傑作だと思います。実によくできたカメラです。僕としては、Usにブラックボディが出たらうれしいですね。思いきって、10⾊
ぐらいバリエーションを作っても⾯⽩い。そうしたら僕、絶対買いますね。10種類全部集めますよ。
あ、さっきの50mm F1.8Dレンズ。Usにつけるといいんですよ。ただ⾊がね、Usのボディだと合わないかな。あのレンズにシル
バーがあったらいいのになぁとすごく思います。

（笑）カメラとレンズの組み合わせにはとてもこだわりをお持ちなんですね。

注2 ハーフサイズ（シネサイズ）カメラ＝画⾯サイズフォーマットを通常の24×36mmではなく17×24mm前後にすることで、より多い枚数
の写真を撮影できるカメラ。画質や規格の違いから今ではあまり使⽤されなくなったが、⼀部愛好家には根強い⼈気がある。

注3 Ai⽅式＝レンズの露出計連動ガイドとボディの露出計連動レバーを利⽤して、開放F値の補正を⾃動的に⾏う⽅式を持つレンズ。

「写真を⾒せる相⼿を考えて撮影することが⾃分にとっても楽しみなんです」

先⽇までドイツに旅⾏に⾏かれていたそうですね。今回の旅⾏の⽬的はなんですか？

ミュンヘンの郊外にある、カルテンベルク城で⾏われた「騎⼠ショー」を撮影に⾏ったんです。

本格的な中世の⾐装を⾝にまとった騎⼠たちが戦い合うというショーなんですが、⾺に乗りなが

ら剣を振り回したり、落⾺したり、結構迫⼒があって⾯⽩かったです。城内では、中世をそのま

ま再現したマーケットがあったり⼤道芸⼈がいたりして、まさに中世そのものの雰囲気なんです

よ。

撮影⽤に持っていかれたカメラの機種は何ですか？

D1Xがメインで、このF55をサブに持っていきました。

デジタルカメラで撮影されているんですね。

そうですね、今はデジタルカメラばかりです。今回の旅⾏ではD1Xを持って⾏ってきましたし、
最近はほとんどD1Hで撮影をしています。

フィルムの質感のほうが好きだという⽅もいらっしゃいますよね。

確かにそうです。やはりデジタルとフィルムでは違います。でもね、あれはあれ、これはこれ、

それぞれの良さが違うんですよ。フィルムだと、撮影して終わり、写真屋に出しますよね。あと

は⾃分の仕事じゃなくなるのが嫌なんです。 僕がデジタルを使うのは、撮影からプリントまで⾃
分でできるから。初めから最後まで、トータルでできてこそ、趣味って感じがするんです

（笑）。

その趣味のツールとして、最近はよくD1Hをお使いになっているということですが、D1Hを選
ばれた理由はなんですか？

やはり速写性ですね。D1Hは秒5コマ、連続で最⼤40コマ撮影できますよね。あの早さを経験す
ると、他のデジタルカメラではどうしても遅く感じてしまうんです。画質にもとても満⾜してい

ます。それに僕は1回に撮影する枚数が⼤量なんです。 フィルムだと、だいたい36枚ですよね。
でも、D1Hだと、1ギガのコンパクトフラッシュカードを⼊れておくと、880枚ぐらい撮れるん



望遠鏡を覗く⼦供を撮影しようと

したら、うまい具合に後ろの

お⽗さんが⼿を上げてくれたん

だとか。

騎⼠ショーで撮影。

城内で開かれていた武器屋さん。

中世さながらの世界に先⽣も驚いたそうだ。
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ですよ。本当に便利です。いろいろデジタルカメラは試したんですが、D1Hが⼀番好きですね。
D1Hってあまりカメラ雑誌に取りあげられたりしていないように思うんです。不満ですよ。こん
なにいいカメラなのに。

そこまで気に⼊っていただけて光栄です。ところで、被写体についてはなにかこだわりをお持ち

ですか？

特にこれといって決まったものはないんですよ。基本的にはどん欲になんでも撮影します。

でも、旅⾏先などでは特に、周りからはいったい何を撮っているんだって⾔われるんですよ。僕

は、いかにもこの場所に⾏ってきました！ みたいな写真になるのが嫌なんです。だから観光地
へ⾏っても、周りの⼈が撮影している場所やアングルは狙わないんです。

なにげない感じの写真が、なにげなく撮れるっていうのが理想ですね。こう撮ってやろうと狙っ

て撮影はするんですが、その作為が写真上では消せればいいなと思うんです。

なるほど。では、カメラの⾯⽩みというのはどこにあるんでしょうか？

ちょっとおおげさであまり好きな⾔い⽅ではないんですが、⾃分の得た感動を他⼈に写真で伝え

ることができる、というところですかね。僕は撮影する時に、無意識のうちに、この写真はあの

⼈に⾒せようっていうふうに考えちゃうんです。例えば今回のドイツ旅⾏で撮影した騎⼠ショー

の写真も、ファンタジー系の本の挿し絵を書いているイラストレーターさんに⾒せたらすごく感

激するんじゃないかな、などと考えながら撮影していました。写真を⾒せる相⼿を考えながら撮

影するのが、⾃分にとっても楽しみなんです。

 写真はね、⼈に⾒せてなんぼだと思うんですよ。写真は結局、伝達のメディアですから。

今、先⽣にとって、カメラはどういう存在ですか？

そうですね……これだけ撮影してきていると、頭がいつでもカメラの事を考え
るようになっていますね。撮影とは関係なく、ただ道を歩いている時にも、こ

の被写体なら何mmのレンズがいるなぁ、なんて⾔ってたりして。僕にとって
カメラは体の⼀部ですね、もう。

⼩説のテーマは興味のあること、熱狂できること 「いつでもどこでも興味の持てることを探しています」
現在、どういったペースで⼩説を書かれているんですか？

年に7、8冊ぐらいです。多い年で14冊出しました。テーマが決まれば書くのは早いんです。それに、⾃分が今⼀番興味を持って
いることを⼩説のテーマにしていますから、テーマ探しもさほど⼤変なことではありません。

では常に、今⼀番興味のあることを書いているんですね。

正確に⾔えば、本を書く時点では、その興味の対象を知り尽くして成熟している状態なので、そのテーマへの関⼼は多少薄れてい

るんです。そうでないと冷静に書けないんです。そのテーマに熱狂している状態では、そのものを分析できないし、そうなると書

きたいことが多くなり過ぎて、書ききれない、取りとめなくなってしまうんです。

だから、そのテーマを書いている時には、いつも熱狂が過ぎ去ったあと。⼼はもう次のテーマに熱狂している状態なんです。

⼩説を書かれる上で、貫かれていることなどはありますか？

普段の⽣活の中では、いつでもどこでも、⾃分の興味の持てること、⾯⽩いと思えることを探しています。それがテーマにつなが

っていきますから。そう思うと、僕はいつでも⼩説のことばかり考えているんですね。それと⼈からは、僕の⼩説はやり過ぎだっ

てよく⾔われます。

やり過ぎるというと？

⾯⽩いと思うことを書いているでしょ。だからサービス精神が旺盛になってしまって、書かなく

てもいいことまで書き込んでしまっているみたいなんです。例えばゴジラの物語があって、普通

は、ゴジラの正⾯からゴジラを描いている。でも、僕の場合は背中にはチャックが付いていて、

⾸にはのぞき⽳がついていますっていうところまで書いてしまうんです（笑）。僕はね、興味の

対象そのものを好きになるんです。ゴジラという怪獣が好きなのではなく、ゴジラそのものの存

在が好きなんです。すごくこだわりがあるから、全てを描きたくなる。

まあ、余計なことまで書いてるって⾔われるとそうなんですけど、でも僕は、それが⼩説にリア

リズムを与えていると思っているので、しょうがない（笑）。

それが先⽣の⼩説ならではの魅⼒なんでしょうね。では最後に、今後やってみたいことなどはあ

りますか？

今の⼩説は挿し絵として、イラストが必ず⼊っているんですが、いつか⾃分の撮影した写真を⼊

れてみたいですね。なかなか難しいと思うんですけどね。でもね、基本は仕事は仕事、趣味は趣

味。⼩説を書いて、写真でリフレッシュする。このバランスを保ちながら、今後もコンスタント

に⼩説を発表できればいいなと思います。

今後も、楽しい⼩説を書き続けてください。今⽇はありがとうございました。

  コンテンツトップへ戻る
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